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こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
幸
い
３
期

に
亘
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
講
師
に

よ
る
大
変
中
身
の
濃
い
講
座
を
受

講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
の
基
礎
的
な
学
び
か

ら
、
実
際
に
阪
神
大
震
災
で
幼
い

子
ど
も
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
母
親

が
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
過
ご
し
て

き
た
か
、
ど
う
や
っ
て
も
う
一
度

生
き
る
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

か
な
ど
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

わ
た
し
は
約
10
年
前
、
ま
だ
59

歳
の
働
き
盛
り
だ
っ
た
夫
を
癌
で

亡
く
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ホ
ス

ピ
ス
医
療
に
興
味
を
持
ち
、
日
本

バ
プ
テ
ス
ト
病
院
ホ
ス
ピ
ス
で
研

修
医
と
し
て
10
ヶ
月
学
ぶ
機
会
を

得
ま
し
た
。
ホ
ス
ピ
ス
に
は
、
大

学
在
学
以
来
学
び
、
実
行
し
て
き

た
医
療
と
は
、
全
く
次
元
を
異
に

す
る
医
療
が
あ
り
、
わ
た
し
に

と
っ
て
人
の
生
と
死
を
、
新
し
い

目
で
見
直
す
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
時
、
亡
く
な
っ
て

い
く
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
そ
の

家
族
の
こ
と
が
気
に
な
り
始
め
ま

し
た
。
大
切
な
家
族
を
亡
く
し
、

自
宅
に
帰
っ
た
後
、
そ
れ
ま
で
の

ホ
ス
ピ
ス
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
支
え

も
な
く
な
り
、
心
身
共
に
力
を
ふ

り
し
ぼ
っ
た
介
護
か
ら
の
突
然
の

解
放
、
慣
れ
な
い
喪
の
行
事
、
そ

の
後
の
大
き
な
喪
失
感
の
中
で
ど

う
過
ご
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
人
は
何
に
よ
っ
て
悲
し
み

が
癒
や
さ
れ
、
立
ち
直
っ
て
い
く

の
だ
ろ
う
と
い
う
大
き
な
課
題
を

抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
本
を
読
ん
だ
り
、
遺
族
の

人
た
ち
の
話
を
聞
い
た
り
し
て
、

考
え
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
ち
ょ
う

ど
そ
の
頃
、
尼
崎
市
に
あ
っ
た
聖

ト
マ
ス
大
学
で
公
開
講
座
「『
悲

嘆
』
に
つ
い
て
学
ぶ
」
が
始
ま
る

持
つ
優
し
さ
、
他
人
の
痛
み
、
悲

し
み
へ
の
心
か
ら
の
共
感
が
、
悲

嘆
の
た
だ
中
に
あ
る
人
た
ち
に

と
っ
て
ど
ん
な
大
き
な
力
に
な
る

か
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
人
が

悲
し
み
か
ら
立
ち
直
る
の
に
は
、

何
段
階
も
の
過
程
が
あ
る
こ
と
も

学
び
ま
し
た
。

大
家
族
で
生
活
し
、
地
域
社
会

が
機
能
し
て
い
た
時
代
に
は
、
家

族
を
亡
く
し
た
人
を
支
え
る
仕
組

み
は
そ
れ
な
り
に
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
け
れ
ど
も
今
日
、
核

家
族
で
暮
ら
す
人
が
ほ
と
ん
ど

で
、
家
族
の
死
後
、
た
っ
た
一
人

残
さ
れ
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
砂
の
よ
う
に
バ
ラ
バ
ラ
で
隣

の
人
す
ら
何
を
し
て
い
る
か
知
ら

な
い
よ
う
な
今
日
の
社
会
で
は
、

孤
独
の
う
ち
に
悲
嘆
を
抱
え
た
ま

ま
過
ご
す
人
も
増
え
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
愛
す
る
家
族
と
の
死

別
ほ
ど
辛
い
出
来
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。
誰
も
が
い
つ
か
は
経
験
す
る

こ
と
と
は
い
え
、
そ
の
辛
さ
は
、

経
験
し
た
者
で
な
い
と
わ
か
ら
な

い
と
も
言
え
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
抱
く
悲
嘆
は
、
死
別
の
状
況
や

死
別
し
た
相
手
と
の
関
係
、
本
人

の
感
受
性
や
性
格
、
残
さ
れ
た
家

族
と
の
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
違
っ

て
い
ま
す
。

遺
族
は
、
何
気
な
い
言
葉
に

よ
っ
て
深
く
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
ま
た
優
し
い
一
言
で
大

き
な
慰
め
を
得
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
も
し
、
悲
し
み
の
中
に
あ
る

人
に
、
真
の
友
と
な
っ
て
寄
り
添

う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
ど
ん
な

に
素
晴
ら
し
い
で
し
ょ
う
。
喪
失

と
そ
れ
に
伴
う
悲
嘆
、
ま
た
悲
嘆

の
中
に
あ
る
人
た
ち
と
、
ど
う
接

し
た
ら
よ
い
か
な
ど
、
高
木
先
生

か
ら
ど
ん
な
お
話
が
聞
け
る
の

か
、
楽
し
み
で
す
。

�

（
医
師
）

い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
時
学
ん
だ
多
く
の
こ
と

を
基
礎
に
、
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
ホ

ス
ピ
ス
遺
族
自
助
の
会「
虹
の
会
」

は
生
ま
れ
ま
し
た
。
以
来
今
日
ま

で
「
虹
の
会
」
は
７
年
以
上
続
い

て
い
ま
す
。
聖
ト
マ
ス
大
学
の
公

開
講
座
を
企
画
、
実
行
さ
れ
た
の

が
、
本
年
２
月
28
日
に
修
学
院

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
師
と
し
て
来
ら

れ
る
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研

究
所
特
任
所
長
の
高
木
慶
子
さ
ん

で
す
。
09
年
に
は
、
高
木
先
生
は

日
本
初
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所

を
創
設
さ
れ
ま
し
た
。今
思
う
に
、

先
生
の
教
え
な
く
し
て
は
、「
虹

の
会
」
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

「
虹
の
会
」
の
分
か
ち
合
い
の

中
で
、
悲
し
み
を
経
た
人
た
ち
が

大
切
な
人
を
失
っ
た
と
き
に

�

　
　
　
　
　
　
　
　

�

橘
　
　
俟 

子
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関
東
活
動
セ
ン
タ
ー

昨
年
の
一
二
月
一
三
日
、
関
東

運
営
委
員
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
柏
木
義
円
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
徹
底
し
て
弱
さ
の
上
に
立
つ

―
柏
木
義
円
の
生
涯
と
思
想
に
学

ぶ
」
が
開
催
さ
れ
た
。
柏
木
義
円

は
、
明
治
後
半
か
ら
昭
和
前
期
に

か
け
て
、
群
馬
県
安
中
の
地
か
ら

非
戦
論
や
天
皇
制
批
判
を
続
け
た

牧
師
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
発
表

の
舞
台
で
あ
っ
た
『
上
毛
教
会
月

報
』
は
復
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
膨
大
な
日
記
や
書
簡
類
は
未
公

刊
の
ま
ま
だ
っ
た
。
一
つ
に
は
筆

書
き
の
交
じ
っ
た
判
読
の
困
難
さ

が
大
き
な
壁
と
さ
れ
て
来
た
。
そ

れ
を
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
コ
ツ
コ

ツ
と
翻
刻
に
取
り
組
み
、『
柏
木

義
円
日
記
』（
一
九
九
八
年
）、『
柏

木
義
円
日
記
補
遺
』（
二
〇
〇
一

年
）、『
柏
木
義
円
書
簡
集
』

（
二
〇
一
一
年
）、『
柏
木
義
円
資

料
集
』（
二
〇
一
四
年　

い
ず
れ

も
行
路
社
）
に
ま
と
め
た
の
が
大

阪
商
業
大
学
の
片
野
真
佐
子
教
授

で
あ
る
。
京
都
在
住
の
片
野
教
授

を
招
い
て
、
義
円
の
日
記
や
書
簡

を
読
み
解
く
中
か
ら
見
え
て
来
た

こ
と
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
そ

れ
に
義
円
研
究
の
仲
間
た
ち
が
応

答
す
る
の
が
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
企
画
で
あ
る
。
し
か
し
義
円

は
有
名
人
で
は
な
い
し
、
ま
た
ま

こ
と
に
地
味
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

の
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
参
加

し
て
く
れ
る
か
不
安
だ
っ
た
。
い

つ
も
の
三
六
人
定
員
の
部
屋
で
は

狭
す
ぎ
る
と
考
え
、
早
稲
田
奉
仕

園
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｉ
ホ
ー
ル
（
定
員

五
〇
名
）
を
会
場
に
準
備
し
た
。

と
こ
ろ
が
当
日
に
な
っ
て
、
次
々

に
参
加
者
が
増
え
、
席
が
足
り
な

く
な
り
、
通
路
に
補
助
椅
子
を
並

べ
、
控
室
に
も
溢
れ
る
ほ
ど
で
、

名
簿
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
七
二

名
の
参
加
者
で
あ
っ
た
。
遠
く
新

潟
や
高
崎
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ

た
義
円
の
近
親
者
の
方
た
ち
も
お

り
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
と
な
っ
た
こ
と
は
何
よ
り
で
あ

る
。
今
「
新
し
い
戦
前
」
と
言
わ

れ
る
こ
の
時
代
に
、
義
円
の
思
想

と
信
仰
が
再
び
見
直
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
三
人
の
発
題
者
と
表
題

だ
け
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。「
柏

木
義
円
の
説
教
を
め
ぐ
っ
て
」
山

口
陽
一（
東
京
基
督
教
大
学
）、「
肉

体
の
肯
定
と
社
会
の
聖
化
」
植
木

献
（
明
治
学
院
大
学
）、「
占
領
・

売
買
春
と
女
性
キ
リ
ス
ト
者　

柏

木
義
円
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
平
井
和

子
（
一
橋
大
学
講
師
）。

�

（
報
告
・
戒
能
信
生
）

謹
賀
新
年

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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●
関
東
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
今
日
的
課
題
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 

「
徹
底
し
て
弱
さ
の
上
に
立
つ
―
柏
木
義
円

の
生
涯
と
思
想
に
学
ぶ
」

２
０
１
４
年
１
２
月
１
３
日（
土
）

早
稲
田
奉
仕
園
Ｙ
ｏ
ｕ

－

Ⅰ
ホ
ー
ル
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今
年
も
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

恒
例
の
も
み
じ
ま
つ
り
が
、
11
月

23
日
に
行
わ
れ
た
。
23
日
は
祝
日

な
の
で
、
例
年
こ
の
日
を
も
み
じ

ま
つ
り
の
日
と
し
て
き
た
が
、
今

年
は
こ
の
日
が
日
曜
日
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
お
茶
席
を
担
当
す
る

裏
千
家
の
方
々
が
、
毎
年
23
日
を

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
も
み
じ

ま
つ
り
の
日
と
し
て
予
定
し
て
下

さ
っ
て
い
る
の
で
、
も
み
じ
ま
つ

り
を
他
の
日
に
変
更
す
る
こ
と
が

難
し
い
。
そ
の
結
果
、
キ
リ
ス
ト

教
関
係
の
方
の
参
加
が
少
な
く
残

念
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
延
べ

４
５
０
名
の
方
が
参
加
し
て
下

さ
っ
た
。

幸
い
に
も
紅
葉
は
見
頃
で
、
風

も
無
く
薄
曇
り
の
お
だ
や
か
な
日

和
で
あ
っ
た
の
で
、
参
加
者
は
美

し
く
山
を
染
め
た
紅
葉
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
た
。

昨
年
同
様
、
能
舞
台
で
は
、
沢

井
筝
曲
院
の
岩
堀
敬
子
社
中
ら
に

よ
り
筝
が
奏
で
ら
れ
、
お
茶
室
の

清
心
庵
で
は
北
風
宗
照
先
生
ら
に

よ
り
、
別
館
和
室
で
は
藤
井
宗
恵

先
生
ら
に
よ
り
、
ま
た
日
本
庭
園

で
は
、
一
宇
会
の
方
々
に
よ
り
お

茶
が
点
て
ら
れ
、
参
加
者
は
ゆ
っ

く
り
琴
の
音
と
、
秋
の
草
木
を
愛

で
な
が
ら
お
茶
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
。

大
会
議
室
で
は
、
午
後
か
ら
ま

ず
野
中
久
美
子
さ
ん
の
能
管
の
演

奏
会
が
開
か
れ
た
。野
中
さ
ん
は
、

国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
出
身

で
あ
る
が
、
幼
少
よ
り
ピ
ア
ノ
や

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
西
洋
音
楽

に
親
し
み
、
長
じ
て
は
日
本
の
音

楽
に
心
惹
か
れ
、
能
管
を
専
門
家

に
つ
い
て
学
ば
れ
、
現
在
で
は
日

本
各
地
は
も
と
よ
り
、
ア
ジ
ア
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
も
演
奏
で
回
っ

て
お
ら
れ
る
。
そ
ん
な
中
時
間
を

割
い
て
、
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

に
来
て
下
さ
り
、
伝
統
的
音
楽
に

ご
自
分
の
曲
も
交
え
て
、
一
本
の

の
一
部
を
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

に
持
参
し
て
、
も
み
じ
ま
つ
り
の

前
日
と
当
日
に
展
示
し
て
下
さ
る

と
共
に
、
イ
コ
ン
の
有
す
る
深
い

意
味
を
語
っ
て
下
さ
っ
た
。
日
本

で
は
、
得
難
い
貴
重
な
機
会
で

あ
っ
た
が
、
聴
衆
が
多
く
な
く
残

念
で
あ
っ
た
。

多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

多
く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
の
は
、
幸
い
で
あ
っ
た
。

小
さ
な
竹
の
横
笛
が
ど
ん
な
に
豊

か
な
音
色
を
奏
で
る
か
を
聴
か
せ

て
下
さ
っ
た
。
聴
衆
は
、
堂
を
満

た
し
た
。

続
い
て
大
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広
岡
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さ
ん
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「
東
方
正
教
会
の
祈
り
の

形
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
た
。

広
岡
さ
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は
、
ロ
シ
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政
治
が
専

門
の
法
学
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で
、
旧
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連
時
代
に

は
、
モ
ス
ク
ワ
の
日
本
大
使
館
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専
門
家
と
し
て
駐
在
さ
れ
た
こ
と

も
あ
る
。
４
代
目
の
日
本
ハ
リ
ス

ト
ス
正
教
会
の
信
者
で
、
東
方
教

会
や
ロ
シ
ヤ
正
教
会
に
関
す
る
著

書
も
あ
る
。
長
年
に
亘
っ
て
ロ
シ

ア
だ
け
で
な
く
東
欧
諸
国
を
訪
れ

収
集
さ
れ
た
イ
コ
ン
を
多
数
収
蔵

し
て
お
ら
れ
る
の
で
、
今
回
は
そ
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も
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つ
り
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◆関東活動センター
■聖書を読む会「あたらしい聖書の学び」
「イエスの世界の女性たち」（全10回）
講　師：	山口里子さん（日本フェミ

ニスト神学・宣教センター
共同ディレクター）

日　時：	⑨ 2015年 1月 13日⑩ 2月
10日、火曜 18:30～ 20:00

会　場：	早稲田奉仕園スコットホー
ル 2階 222 号室

参加費：	1,200 円／学生 500 円
共　催：	早稲田奉仕園
■聖書講座（入門編）
「まちがったっていいじゃないか！
の福音書
―マルコによる福音書を読んでみましょう―

� （全 5回）
講　師：	柳下明子さん（日本キリス

ト教団武蔵野緑教会・日本
聖書神学校教授）

日　時：	①2015年1月15日�②2月12
日③3月19日、� 木曜14:00～
15:30

会　場：	早稲田奉仕園セミナーハウ
ス 100 号室

参加費：	1,200 円 / 学生 500円（全
回5,000円/学生2,000円）

共　催：	早稲田奉仕園
■関東フォーラム宗教対話Ⅰ
「古典で読む 20世紀」
第4回「S. キルケゴール『現代の批判』」
日　時：	2015 年 1月 23日（金）
		  18:30 ～ 20:30

講　師：	武田利邦さん（農村伝道神
学校講師）

会　場：	早稲田教会ロビー
参加費：	500 円
■関東フォーラム宗教対話Ⅱ
「大人に響く絵本」第 4回
講　師：	増田　琴さん（日本基督教

団巣鴨ときわ教会牧師）
日　時：	2月27日（金）15:00～17:00
会　場：	早稲田教会ロビー
参加費：	500 円
◆関西セミナーハウス　修学院きらら山荘
■月釜　清心会
日　時：	2015年 2月 8日（日）、3月

8日（日）9:00～ 15:00受
付（1、8月を除く年 10回）

於：関西セミナーハウス
年会費：	5,000円、臨時会費1,000円
◆関西セミナーハウス活動センター
■修学院フォーラム「いのち」
第 2回「福祉とスピリチュアリティ
―社会福祉の根源にあるもの」
講　師：	木原　活信さん（同志社大

学社会学部教授）

日　時：	2015 年 1月 24日（日）
		  13:30 ～ 17:30
会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	一般 2,000円、学生 500円
第 3回「グリーフケアを考える―
人は大切なものを喪失し、なぜ悲し
み嘆くのか」
講　師：	髙木　慶子さん（上智大学

特任教授、上智大学グリー
フケア研究所特任所長）

日　時：	2015 年 2月 28日（日）
		  13:30 ～ 16:30
会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	一般 2,000円、学生 500円
■修学院フォーラム「福祉」
第 3回「「葬儀と墓」は誰のために、
何のために～キリスト教と仏教の立
場から考える」
講　師：	塚本　潤一さん（頌栄短大

准教授）・池口　龍法さん
（浄土宗龍岸寺住職）

日　時：	2015 年 3月 7日（土）
		  13:30 ～ 17:30
会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	一般 2,000円、学生 500円

プログラム案内

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　小久保　正

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 6Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com

関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256

関西セミナーハウス
TEL 075-711-2115

E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

2014 年 11 月 1日～ 2014 年 11 月 30 日
� （順不同・敬称略 )

◆財団本部
寄付金
日本基督教団早稲田教会� 25,000 
◆関東活動センター
賛助会費
市川　邦雄� 5,000
神学生交流プログラム募金
市川　邦雄	 5,000 
久保田　愛策	 5,000

◆関西セミナーハウス
寄付金
初田　　勝	 10,000 
ヤマセイ食品	 10,000 
株式会社八百民� 10,000 
矢倉　弘泰	 5,000 
井上　康三郎	 20,000 
大原　松雄	 10,000 
八田　尚嘉 (えんじゅ会）� 10,000 
岡本　仁彦　泰子� 10,000
藤井　正美	 10,000 
株式会社祇園辻利� 10,000
高橋　和子	 3,000 
岩堀　敬子	 5,000 
山崎　　満	 5,000 
平野　賢昌	 10,000 
宮内　隆一	 10,000 
菊岡　克彦	 10,000
◆関西セミナーハウス活動センター
賛助会費
五十嵐　万里子� 3,000
森口　克洋	 10,000
西脇　洸一	 5,000

寄付金

保田　　茂	 3,000
金山　顕子	 1,260
阿部　志郎	 3,000
北野　宗香	 5,000
林　　　律	 10,000
松岡　由香子	 2,000
京都キリスト教協議会（ＫＣＣ）� 20,000
もみじまつり寄付金
井上　勇一	 10,000
安住　宗住	 5,000
シュペネマン　クラウス� 11,000
淺田　凉子	 5,000
林　宗一郎	 5,000
中上　卯一郎	 3,000
松本　圭子	 5,000
中村　恭子	 10,000
鳥井　清司	 5,000
斉藤　洋子	 1,000
竹中　百合子	 2,000
㈱祇園辻利	 4,000
ヤマセイ食品	 10,000
中村泰洋園　中村英明	 16,000
八田　尚嘉	 5,000
㈱藤木工務店京都支店	 10,000
長谷川　義紘	 5,000
越田　宗紀	 5,000
牛尾　曜子	 2,000
島田　　恒	 9,000
小林　哲夫	 5,000
社会福祉法人修光学園	 5,000
魚木　アサ	 3,000
亀屋良長	 10,000
廣岡　正久	 30,000
白方　誠彌	 5,000
�以上、感謝をもってご報告申し上げます。

賛 助 会 費 ・ 寄 付 金 報 告

財団本部	 http://www.academy-nippon.com
関東活動センター	http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
	 http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
	 http://www.academy-kansai.org


